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5
年
度 

一
般
会
計
決
算

歳　
入

e
L
T
A
X
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

問　
市
税
の
収
入
率
に
つ
い
て
、

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
効
果
は
。

答　
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
を
活
用
し
て

申
告
ま
た
は
納
税
が
行
え
る
税
目

は
、
特
別
徴
収
の
個
人
市
民
税
、

法
人
市
民
税
、
市
た
ば
こ
税
、
入

湯
税
お
よ
び
償
却
資
産
の
固
定
資

産
税
等
で
あ
り
、
法
人
市
民
税
の

80
・
７
％
、
固
定
資
産
税
の
46
・

５
％
が
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
経
由
で
申

告
さ
れ
て
い
る
。
納
税
に
つ
い
て

も
、
５
年
度
市
税
収
入
額
の
約

25
％
を
、
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
で
収
納

し
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
が
提
出

す
る
給
与
支
払
報
告
書
等
の
課
税

資
料
に
つ
い
て
は
67
・
５
％
、
年

金
等
支
払
報
告
書
の
99
・
９
％
が

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
で
提
出
さ
れ
て
い

る
。
企
業
等
の
利
用
者
の
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

収
入
未
済
額

問　
使
用
料
及
び
手
数
料
の
収
入

未
済
額
２
１
３
万
４
４
１
０
円
の

内
訳
は
。

答　
市
営
住
宅
に
か
か
る
使
用
料

１
２
３
万
６
１
８
０
円
、
聖
地
公

園
墓
所
管
理
料
89
万
２
９
８
０
円
、

保
育
所
使
用
料
５
２
５
０
円
で
あ

る
。

 

歳　
出

地
域
お
こ
し
協
力
隊

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
採
用
業

務
委
託
料
の
内
容
は
。

答　
近
年
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
採
用
す
る
自
治
体
が
増
え
人
材

獲
得
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。
優

秀
な
人
材
確
保
の
た
め
、
求
人
媒

体
へ
の
広
告
掲
載
、
求
人
サ
イ
ト

上
で
行
う
ス
カ
ウ
ト
、
応
募
者
へ

の
連
絡
、
面
接
の
日
程
調
整
等
の

採
用
支
援
業
務
を
委
託
す
る
も
の
。

吉
田
・
大
田
地
区

�

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業

問　
デ
マ
ン
ド
交
通
事
業
補
助
金

の
増
額
理
由
と
乗
合
タ
ク
シ
ー
利

用
促
進
補
助
金
の
事
業
実
績
は
。

答　
デ
マ
ン
ド
交
通
事
業
補
助
金

の
増
額
理
由
は
、
５
年
１
月
か
ら

Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
配
車
管
理

を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
る
ほ
か
、

人
件
費
、
燃
料
費
高
騰
に
よ
る
も

の
。
乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
者
実
績

は
、
５
年
度
は
８
８
１
人
で
、
４

年
度
の
８
６
８
人
と
比
較
し
て
13

人
、
１
・
５
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業

問　
事
業
実
績
は
。

答　
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
推
進
事

業
委
託
料
は
、
５
年
事
業
の
４
年

目
と
し
て
、
大
滝
地
域
に
お
け
る

ド
ロ
ー
ン
航
路
の
設
定
、
遠
隔
医

療
の
推
進
、
物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進
事
業

委
託
料
は
、
４
年
度
に
整
備
し
た

都
市
Ｏ
Ｓ
に
各
種
デ
ー
タ
を
連
携

さ
せ
る
た
め
の
経
費
で
、
横
瀬
町

と
共
同
利
用
し
て
お
り
、
行
政
情

報
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業
で
取

得
す
る
各
種
デ
ー
タ
が
格
納
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
保
守
運
用

の
費
用
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
活

性
化
企
業
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
は
、

民
間
企
業
か
ら
派
遣
職
員
を
受
け

入
れ
る
諸
経
費
で
、
先
進
的
な
事

業
の
推
進
に
際
し
て
民
間
企
業
の

人
材
を
チ
ー
ム
に
加
え
、
事
業
の

質
を
高
め
る
た
め
の
事
業
と
な
っ

て
い
る
。
ド
ロ
ー
ン
を
は
じ
め
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
関
連
の
先
端
的

な
取
り
組
み
を
複
合
的
に
進
め
て

い
る
こ
と
で
、
多
く
の
企
業
が
市

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
実
証
実
験

を
行
い
、
社
会
実
装
の
取
り
組
み

に
参
画
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付

問　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
使

用
料
の
実
績
は
。

答　
住
民
票
２
８
６
０
通
、
印
鑑

証
明
２
２
５
９
通
が
発
行
さ
れ
て

お
り
、
全
体
の
13
・
５
％
。

旧
秩
父
東
高
利
活
用

問　
旧
秩
父
東
高
利
活
用
基
本
構

想
策
定
業
務
委
託
料
１
１
７
９
万

２
千
円
の
内
容
は
。

答　
４
年
度
に
行
っ
た
旧
秩
父
東

高
利
活
用
検
討
市
民
会
議
で
答
申

さ
れ
た
内
容
を
尊
重
し
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
業
者
選
定
を

行
っ
た
。
現
在
、
成
果
物
の
精
査

中
で
あ
り
、
早
急
に
報
告
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

交
通
安
全
推
進
事
業

問　
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促

進
補
助
金
の
実
績
は
。

答　
５
年
度
の
補
助
実
績
は
４
７

２
件
と
４
年
度
に
対
し
約
３
倍
と

な
っ
て
い
る
。

中
津
川
地
区
土
砂
崩
落
対
策

問　
大
滝
地
域
避
難
生
活
支
援
補

助
金
72
万
７
２
７
５
円
の
補
助
内

容
、
利
用
者
数
は
。

答　
中
津
川
地
区
法
面
崩
落
に
よ

り
一
時
避
難
し
た
際
、
無
人
に

な
っ
た
自
宅
の
光
熱
費
等
の
補
助

で
、
12
世
帯
が
利
用
し
た
。

９月定例会（８月28日から９月18日まで開催）では、市長提出議案22件を審議しました。
質疑・討論の主な内容は下記のとおりです。議案の結果については、5ページをご覧ください。

9月定例会の議案質疑等の内容

９月定例会本会議　の様子（本庁舎４階）
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高
齢
者
支
援

問　
補
聴
器
購
入
費
助
成
金
の
実

績
は
。

答　
５
年
度
の
助
成
実
績
は
、
60

件
、
１
２
０
万
円
で
あ
る
。

問　
敬
老
祝
金
の
実
績
と
今
後
の

見
込
み
は
。

答　
５
年
度
実
績
は
、
喜
寿
７
８

９
人
、
米
寿
４
７
０
人
、
白
寿
42

人
の
合
計
１
３
０
１
人
に
対
し
て
、

１
８
５
５
万
円
を
支
出
し
た
。
今

後
の
見
込
み
は
、
６
年
８
月
現
在
、

喜
寿
１
０
０
３
人
、
米
寿
４
２
４

人
、
白
寿
46
人
で
あ
り
、
５
年
度

に
比
べ
１
７
２
人
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
将
来
推
計
人
口

に
よ
る
と
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
、

６
年
は
１
万
１
１
９
５
人
で
あ
る

が
、
11
年
は
１
万
７
０
４
０
人
ま

で
徐
々
に
増
加
し
、
12
年
か
ら

徐
々
に
減
少
す
る
推
計
と
な
っ
て

い
る
。
し
ば
ら
く
対
象
人
数
は
、

増
加
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

生
活
困
窮
者
支
援

問　
電
力
･
ガ
ス
･
食
料
品
等
価

格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
の
実
績

は
。

答　
５
年
度
の
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
に
対
し
て
、
当
初
は
１
世
帯

あ
た
り
３
万
円
、
追
加
で
１
世
帯

あ
た
り
７
万
円
、
合
計
10
万
円
を

給
付
し
た
。
給
付
実
績
は
、
３
万

円
分
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
６
千

47
世
帯
に
対
し
て
１
億
８
１
４
１

万
円
、
家
計
急
変
世
帯
18
世
帯
に

対
し
て
54
万
円
を
給
付
し
て
い
る
。

ま
た
、
７
万
円
分
は
住
民
税
非
課

税
世
帯
６
千
92
世
帯
に
対
し
て
４

億
２
６
４
４
万
円
、
家
計
急
変
世

帯
19
世
帯
に
対
し
て
１
３
３
万
円

を
給
付
し
て
い
る
。

新
婚
生
活
支
援

問　
新
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助

金
４
９
７
万
６
千
円
の
補
助
対
象

人
数
お
よ
び
内
容
は
。

答　
夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下
の
新

婚
夫
婦
に
交
付
さ
れ
る
補
助
金
で
、

夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下
の
場
合
に

上
限
60
万
円
、
そ
れ
以
外
の
場
合

は
上
限
30
万
円
が
交
付
さ
れ
る
。

５
年
度
は
24
組
が
利
用
し
た
。

子
育
て
支
援

問　
子
育
て
家
庭
経
済
支
援
事
業

に
お
け
る
出
産
祝
金
の
実
績
は
。

答　
交
付
決
定
者
は
３
６
９
件
で

総
額
３
９
４
０
万
円
。
内
訳
は
、

第
１
子
が
１
２
５
件
１
５
０
０
万

円
、
第
２
子
が
１
５
８
件
１
５
８

０
万
円
、
第
３
子
以
降
は
86
件
で

８
６
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　
産
後
ケ
ア
事
業
委
託
料
の
内

容
お
よ
び
実
績
は
。

答　
産
後
ケ
ア
事
業
所
に
お
い
て

産
後
の
母
親
に
対
す
る
休
息
や
ア

ド
バ
イ
ス
、
母
子
の
健
康
状
態
の

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
で
、
宿
泊
型
、
通
所
型
、
訪
問

型
の
３
類
型
が
あ
り
、
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
、
７
回
を
上
限
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
５
年
度

は
33
人
が
申
請
し
、
利
用
日
数
は

宿
泊
型
３
日
、
通
所
型
１
２
３
日
、

訪
問
型
19
日
で
あ
る
。

問　
入
学
準
備
品
購
入
補
助
金
の

支
給
実
績
は
。

答　
対
象
者
３
８
１
人
に
対
し
、

３
１
３
人
に
支
給
し
た
。
支
給
率

を
上
げ
る
方
法
を
考
え
て
い
る
。

農
業
政
策

問　
営
農
継
続
支
援
事
業
補
助
金

の
内
容
は
。

答　
認
定
農
業
者
な
ど
が
導
入
す

る
農
業
用
機
械
や
自
ら
設
置
す
る

農
業
用
施
設
の
資
材
費
の
一
部
を

助
成
す
る
も
の
で
、
５
年
度
は
31

人
の
認
定
農
業
者
へ
交
付
し
た
。

問　
防
護
柵
及
び
電
気
柵
設
置
補

助
金
の
実
績
は
。

答　
有
害
鳥
獣
保
護
対
策
の
た
め

に
農
業
者
が
自
ら
設
置
す
る
防
護

柵
お
よ
び
電
気
柵
の
設
置
費
用
を

助
成
す
る
も
の
で
、
５
年
度
は
防

護
柵
３
件
、
電
気
柵
36
件
を
交
付

し
た
。

林
業
振
興

問　
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交

付
金
の
内
容
お
よ
び
実
績
は
。

答　
林
業
事
業
体
が
森
林
の
集
約

化
の
た
め
、
森
林
所
有
者
か
ら
の

森
林
整
備
の
同
意
取
り
付
け
な
ど

の
活
動
な
ど
に
対
し
て
交
付
す
る

も
の
で
、
実
績
と
し
て
は
、
55
・

９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
合
意
形
成
活
動

を
実
施
し
た
。

企
業
誘
致

問　
工
場
等
誘
致
条
例
奨
励
金
の

内
容
お
よ
び
実
績
は
。

答　
市
内
に
工
場
等
を
新
設
も
し

く
は
移
設
、
ま
た
は
既
存
の
工
場

等
を
増
設
す
る
企
業
に
対
し
て
助

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
の
拡

大
や
産
業
振
興
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
奨
励
金
の
種
類
は
３

種
類
あ
り
、
固
定
資
産
税
の
相
当

額
を
３
年
間
交
付
す
る
奨
励
金
Ａ
、

水
道
加
入
金
相
当
額
の
２
分
の
１

を
交
付
す
る
奨
励
金
Ｂ
、
建
物
・

償
却
資
産
の
建
設
費
お
よ
び
土
地

の
造
成
費
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部

を
５
年
間
に
分
割
し
て
交
付
す
る

奨
励
金
Ｃ
と
な
っ
て
い
る
。
奨
励

金
Ａ
を
６
社
に
対
し
て
２
４
１
６

万
８
８
０
０
円
、
奨
励
金
Ｃ
を
８

社
に
対
し
て
５
２
５
７
万
９
０
０

円
交
付
し
た
。

市
営
住
宅

問　
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
改

訂
業
務
委
託
料
の
内
容
は
。

答　
市
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

が
５
年
で
期
間
満
了
と
な
る
た
め
、

そ
の
改
定
作
業
を
業
務
委
託
に
よ

り
行
っ
た
。
現
在
の
社
会
状
況
等

を
鑑
み
、
市
営
住
宅
の
需
要
等
を

推
計
し
、
改
訂
前
の
計
画
で
は
維

持
管
理
、
建
替
え
等
の
方
針
と
し

て
い
た
住
宅
に
つ
い
て
、
一
部
用

途
廃
止
の
方
針
と
し
て
い
る
。

公
衆
ト
イ
レ
維
持
管
理
事
業

問　
市
で
清
掃
を
委
託
し
て
い
な

い
ト
イ
レ
で
清
掃
が
十
分
に
行
き

届
か
な
い
例
が
あ
る
が
、
要
因
と

対
策
は
。

答　
地
元
団
体
等
に
よ
り
無
償
で

清
掃
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
清
掃
の
頻

度
も
一
因
で
あ
る
と
は
考
え
る
が
、

ト
イ
レ
の
利
用
状
況
に
よ
る
と
こ

ろ
も
大
き
い
の
も
事
実
。
清
掃
頻

度
を
増
や
し
て
も
ら
う
こ
と
は
難

し
い
面
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な

場
合
に
は
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば

極
力
対
応
す
る
。
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５
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

問　
認
知
症
の
予
防
、
ま
た
認
知
症
の

進
行
を
遅
ら
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
認
知
症
予
防
の
取
り
組
み
と
し
て
、

生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
・
閉
じ
こ
も

り
予
防
の
効
果
と
し
て
、
高
齢
者
が
気

軽
に
集
ま
れ
る
居
場
所
で
あ
る
「
地
域

サ
ロ
ン
」
の
立
ち
上
げ
や
、
地
域
の
集

ま
り
に
講
師
を
招
き
認
知
症
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
出
前
講

座
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
認
知
症

進
行
遅
延
に
つ
い
て
は
、
秩
父
地
域
１

市
４
町
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
配
置
し
、
早

期
診
断
・
早
期
対
応
に
向
け
た
支
援
体

制
を
構
築
し
、
適
切
な
支
援
に
結
び
つ

け
て
い
る
。

決
算
以
外
の
主
な
議
案

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

趣
旨　
保
険
証
廃
止
に
伴
う
、
保
険
証

の
返
還
に
応
じ
な
い
場
合
の
罰
則
部
分

を
削
除
す
る
改
正
。

討討  

論論反　
対

反　
対

 

「
国
民
総
背
番
号
制
」
を
ル
ー
ツ
と
す

る
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
、
そ
し

て
そ
の
持
ち
歩
き
を
前
提
に
作
ら
れ
た

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
、
加
え
て
そ
の
カ
ー
ド

の
強
権
的
な
普
及
促
進
の
手
法
に
大
き

な
疑
問
が
あ
る
。
中
で
も
、
マ
イ
ナ
保

険
証
に
つ
い
て
は
、
情
報
漏
え
い
の
リ

ス
ク
を
伴
う
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
健

康
保
険
情
報
を
強
制
的
に
組
み
込
む
こ

と
か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
恐
れ

が
一
段
と
高
く
な
る
と
同
時
に
、
保
険

診
療
を
受
け
る
機
会
が
不
当
に
狭
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
大
反
対
で
あ
り
、
よ
っ

て
こ
の
現
行
健
康
保
険
証
の
廃
止
・
マ

イ
ナ
保
険
証
の
発
行
を
前
提
と
し
た
条

例
改
正
に
反
対
す
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

趣
旨　
国
の
改
正
に
伴
い
、
市
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
配
置
基
準

を
改
正
す
る
。

討討  

論論反　
対

反　
対

　
人
員
確
保
の
困
難
を
理
由
に
職
員
の

配
置
基
準
を
柔
軟
化
す
る
緩
和
の
た
め

の
改
正
で
あ
り
、
改
正
後
は
、
市
の
判

断
で
市
内
複
数
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
人
材
の
や
り
く
り
を
可
と
す
る
も
の
。

秩
父
の
よ
う
な
山
間
地
で
広
大
な
地
域

と
、
都
会
の
狭
い
地
域
と
同
様
に
考
え

る
の
は
机
上
の
数
合
わ
せ
で
、
日
頃
の

職
員
の
苦
労
も
考
え
ず
、
職
種
を
減
ら

せ
ば
職
員
の
負
担
増
と
な
る
。
本
来
、

国
は
人
材
確
保
の
た
め
の
財
政
支
援
を

充
実
す
べ
き
で
あ
り
、
介
護
が
必
要
な

高
齢
者
の
た
め
に
も
な
ら
な
い
た
め
、

反
対
す
る
。

市
立
病
院
使
用
料
及
び
手
数
料

条
例
及
び
大
滝
国
民
健
康
保
険

診
療
所
使
用
料
及
び
手
数
料
条

例
の
一
部
改
正

問　
市
立
病
院
の
各
種
手
数
料
が
値
上

げ
と
な
る
が
そ
の
背
景
は
。

答　
保
険
金
請
求
の
た
め
の
書
類
や
各

種
診
断
書
に
つ
い
て
、
記
載
内
容
が
複

雑
化
し
て
お
り
、
医
師
の
負
担
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
や
、
市
立
病
院
で
発
行

す
る
各
種
診
断
書
等
に
つ
い
て
は
、
消

費
税
率
改
定
を
除
き
、
昭
和
56
年
の
改

正
か
ら
値
上
げ
を
行
っ
て
い
な
い
な
ど
、

近
隣
の
公
立
病
院
等
へ
の
調
査
を
勘
案

し
て
、
金
額
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
第
２
回
）

問　
保
育
所
事
業
の
医
療
的
ケ
ア
児
等

保
育
支
援
業
務
委
託
料
の
内
容
は
。

答　
医
療
的
ケ
ア
児
に
準
ず
る
児
童
の

保
育
所
入
所
希
望
が
あ
り
、
そ
の
対
応

を
検
討
し
て
い
る
。
５
年
度
か
ら
会
計

年
度
任
用
職
員
の
看
護
師
の
募
集
を

行
っ
て
い
た
が
応
募
が
な
く
、
訪
問
看

護
事
業
所
へ
の
委
託
に
よ
り
看
護
師
を

確
保
し
、
安
全
に
児
童
を
預
か
る
た
め

の
受
入
体
制
の
整
備
を
図
る
も
の
で
あ

る
。

問　
生
活
保
護
事
務
費
の
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
の
内
容
は
。

答　
生
活
保
護
法
の
進
学
準
備
給
付
金

が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
高
卒
就
職
者
の

新
生
活
立
ち
上
げ
費
用
が
支
給
さ
れ
る
。

ま
た
、
就
労
・
増
収
等
を
通
じ
た
自
立

へ
の
意
欲
を
喚
起
す
る
取
組
強
化
に
よ

り
、
就
労
自
立
給
付
金
の
算
定
方
法
の

見
直
し
に
対
応
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム

改
修
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

問　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助
金

に
つ
い
て
予
算
額
の
根
拠
は
。
ま
た
、

い
つ
か
ら
補
助
事
業
が
開
始
さ
れ
る
の

か
。
接
種
時
の
支
払
い
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

答　
対
象
は
50
歳
以
上
の
市
民
で
、
生

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
場
合
は
７
千
円
、

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
に
つ
き
１
万

５
千
円
を
生
涯
に
つ
き
１
度
助
成
す
る
。

予
算
額
の
根
拠
は
、
他
市
の
実
績
を
踏

ま
え
、
接
種
者
数
は
対
象
者
の
４
％
、

約
１
３
３
０
人
と
し
、
接
種
割
合
は
、

生
ワ
ク
チ
ン
が
１
割
、
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
を
９
割
で
見
込
ん
で
い
る
。
補
助
事

業
は
、
10
月
中
に
開
始
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
る
。
な
お
、
６
年
４
月
１
日
以

降
に
接
種
し
た
方
を
対
象
と
す
る
。
接

種
時
の
支
払
い
は
、
医
療
機
関
で
一
度

全
額
を
支
払
い
、
後
日
申
請
手
続
き
が

必
要
と
な
る
。


